
届出説明書 

 

１ 届出書類について 

 特定施設の設置届出等を行う場合、届出ごとに次の書類が必要になります。 

特定施設の設置と使用開始 ・様式第六 特定施設設置届出書 

・別紙１から６まで 

事業場の公共下水道接続等

に伴う使用開始 

・様式第七 特定施設使用届出書 

・別紙１から６まで 

構造等の変更 ・様式第八 特定施設の構造等変更届出書 

・別紙１から６までのうちの該当するもの 

住所、氏名等の変更 ・様式第十 氏名変更等届出書 

特定施設の使用の廃止 ・様式第十一 特定施設使用廃止届出書 

特定施設の承継 ・様式第十二 承継届出書 

 

２ 様式の記入について（共通事項） 

（１）「年月日」 

届出を行う年月日を記入してください。 

（２）「申請者の住所又は所在地、氏名又は名称及び代表者名、電話番号」 

   ア 法人の場合 

（ア）本社等の所在地又は当該届出事業場の所在地を記入してください。 

（イ）商号と代表者の肩書き及び氏名を記入してください。 

（ウ）工場長等が申請者となる場合、商号は工場名まで記入し、代表者は工場長

としてください。法人の代表者から工場長への委任状を添付してください。 

イ 個人の場合 

申請者が個人にあっては、屋号を含めて記入してください。 

（３）「工場又は事業場の名称」及び「工場又は事業場の所在地」 

特定施設を設置する事業場の名称及び所在地を記入してください。 

（４）「特定施設の種類」 

水質汚濁防止法施行令別表第１及びダイオキシン類対策特別措置法施行令別表第２に

掲げる番号及び名称（特定施設の種類が複数ある場合は、全ての特定施設について）を

記入してください。 

  



３ 様式の記入について（様式別事項） 

 （１）様式第六 特定施設設置届出書・様式第七 特定施設使用届出書 

「△特定施設の構造」から「△用水及び排水の系統」までの５つの欄については、そ

れぞれ別紙１から別紙５までに記入してください。 

（２）様式第八 特定施設の構造等変更届出書 

「△特定施設の構造」の欄については、それぞれ別紙１から別紙５までのうち、変更

に係る部分のみを記入してください。 

（３）様式第十 氏名変更等届出書 

ア 「変更の内容」 

  変更する項目について、変更前、変更後をそれぞれ記入してください。 

  イ 「変更年月日」 

    実際に変更した年月日を記入してください。 

  ウ 「変更の理由」 

    変更の理由を簡潔に記入してください。 

（４）様式第十一 特定施設廃止届出書 

ア 「特定施設の設置場所」 

  事業場内の特定施設の設置場所を記入するか、別紙（自由様式）にて場所を表示

してください。 

  イ 「使用廃止の年月日」 

    実際に使用を廃止した年月日を記入してください。 

  ウ 「使用廃止の理由」 

    廃止の理由を簡潔に記入してください。 

（５）様式第十二 承継届出書 

ア 「特定施設の設置場所」 

  事業場内の特定施設の設置場所を記入するか、別紙（自由様式）にて場所を表示

してください。 

  イ 「承継の年月日」 

    実際に承継があった年月日を記入してください。 

  ウ 「被承継者」 

   （ア）法人の場合 

ａ 本社等の所在地を記入してください。 

ｂ 商号と代表者の肩書き及び氏名を記入してください。 

ｃ 工場長等が申請者となる場合、商号は工場名まで記入し、代表者は工場長とし

てください。法人の代表者から工場長への委任状を添付してください。 

（イ）個人の場合 

被承継者が個人にあっては、屋号を含めて記入してください。 



  エ 「承継の原因」 

    承継の原因を簡潔に記入してください。 

 

４ 別紙１ 特定施設の構造 

特定施設の型式、構造、主要寸法及び能力並びに当該特定施設に関連する主要機械又

は主要装置の配置を記載します。 

（１）「特定施設の番号及び名称」 

特定施設の番号及び名称並びに特定施設を構成する各種装置を記入してください。 

（２）「型式」・「構造」・「台数」・「主要寸法」 

特定施設を構成する各種装置別に記入してください。 

（３）「能力」 

主な製品名、大きさ及び単位時間当たりの製造又は加工等ができる数量を記入してく

ださい。 

 

５ 別紙２ 特定施設の使用の方法 

（１）「設置場所」 

事業場全体図（平面図等）に特定施設の設置場所及び事業場内排水路を系統別に色分

けして記入の上、添付してください。また、特定施設を含む系統は、下水への排水口の

位置と番号又は名称を記入してください。 

（２）「操業の系統」 

特定施設を含めた原料から成果品までの作業工程（フローシート）を添付してくださ

い。 

（３）「使用時間間隔」 

特定施設を使う通常の時間帯を記入してください。 

（４）「１日当たりの使用時間」 

１日当たりに特定施設を使う延べ時間を記入してください。 

（５）「使用の季節的変動」 

週間、月間、年間等で排出する汚水量に大きな変動がある場合に、変動の時期と、時

期ごとに排出する汚水量の最大値を記入してください。 

（６）「原材料」 

特定施設において使用する原材料の名称、使用方法及び 1 日の使用量を種類別に記入

してください。なお、原材料が PRTR*届出物質である場合は、その物質名及び指定化学

物質番号を記入してください。 

（７）「汚水量」 

特定施設から排出される 1 日当たりの汚水量の通常値と最大値を記入してください。 

（８）「水質の項目」 



作業工程、使用原材料等から判断して該当する項目を定め、その分析値の通常値と最

大値を記入してください。 

 

*PRTR 制度 

人の健康や生態系を害するおそれのある化学物質について、事業所からの環境（大気、

水、土壌）への排出量及び廃棄物に含まれて事業所の外へ移動する量を、事業者が把握

し、国に届け出るとともに、国は届出データや推計に基づき、排出量・移動量を集計し、

公表する制度で、平成 13 年 4 月から実施されています。 

 

６ 別紙３ 汚水の処理の方法 

（１）「設置場所」 

別添図として記入してください。 

（２）「工事着手予定年月日」「工事完成予定年月日」「使用開始予定年月日」 

新設又は構造の変更の場合に記入してください。 

（３）「汚水処理施設」 

  以下の 3 点について記入してください。 

ア 「型式・台数」・「構造」・「主要寸法」 

汚水処理施設を構成する装置ごとに記入してください。 

イ 「能力」 

１営業日当たりの設計処理量を記入してください。また、槽などは有効容量を記入

してください。 

ウ 「処理の方式」 

汚水の処理系統ごとに方法名を記入してください。 

（４）「処理の系統」 

処理の概要を記入し、別添図に処理系統を色分けしてください。 

（５）「集水及び導水の方法」 

汚水の集水及び導水の概要を記入し、別添図に色分けしてください。 

（６）「使用時間間隔」 

処理施設の稼働時間帯を記入してください。間欠式運転の場合はそれぞれの時間帯を

記入してください。 

（７）「１日当たりの使用時間」 

１日当たりの処理施設の延べ運転時間を記入してください。 

（８）「使用の季節的変動」 

週間、月間、年間等で排出する汚水量に大きな変動がある場合に、変動の時期と、時

期ごとに排出する汚水量の最大値を記入してください。 

（９）「消耗資材の１日当たりの用途別使用量」 



  以下の 3 点について記入してください。（別紙でも可） 

ア 名称 

処理施設に必要な薬品等の名称を記入してください。この場合、電気、水道及びガ

スは記入しないでください。 

イ 用途 

消耗資材別に用途を記入してください。 

１つの資材で複数の用途があるものについては、それぞれ記入してください。 

ウ １日当たりの使用量 

消耗資材別の１日当たりの使用量を記入してください。 

（１０）「汚水量」 

処理施設での処理系統が複数ある場合は、その系統ごとに排出される 1 日当たりの汚

水量の処理前と処理後の通常値と最大値を記入してください。 

（１１）「水質の項目」 

作業工程、使用原材料等から判断して該当する項目を定め、その分析値又は推定値の

通常値と最大値を記入してください。 

（１２）「残さの種類と１箇月の量」 

  以下の２点について記入してください。 

ア 種類 

処理施設から生じる廃棄物を記入してください。汚泥のほか、廃油、廃酸、廃アル

カリ等残さの種類ごとに分けて記入してください。 

イ １箇月当たりの量 

残さの種類毎に記入してください。（設計上の能力から判断し、推定量を記入するこ

ともできます。）必ず水分、油分などの割合を合わせて記入してください。 

（１３）「残さの処理方法」 

残さの種類ごとに、保管方法、収集運搬業者名、処分業者名を記入してください。ま

た、産業廃棄物処理委託契約書の写しがあれば添付してください。 

（１４）「排水の排出方法」 

  排出口の位置、数及び排出先を記入してください。 

 

７ 別紙４ 排出水の汚染状態及び量 

（１）「排水口の番号及び名称」 

排水口は原則として工程系下水と生活系下水*に分けて記入してください。 

（２）「汚水量」 

各々の排水口から排出される汚水量を記入してください。同じ排水口に工程系下水と

生活系下水が混合する場合は、区別して記入してください。 

（３）「水質の項目」 



排水口ごとの項目別水質を記入してください。（工程系下水の場合は、処理施設の設計

値と一致しないことがあります。） 

 

*工程系下水と生活系下水 

工程系下水は製品の生産等の事業に直接係わるものを、生活系下水は従業員用の給湯室

やトイレから排出されるものを指します。 

 

８ 別紙５ 用水及び排水の系統 

（１）「用水及び排水の系統」 

この欄又は別添図に、用水系と汚水系を色分けし、公共下水道へ接続する排水口の位

置等を記入してください。 

（２）「用途別用水使用量」 

水源ごとに１日当たりの用途別使用量を記入してください。 

 

９ 別紙６ 事業場に係る事項 

（１）「従業員数」 

届出対象となっている事業場の従業員数を記入し、本社等がある場合は全従業員数を

（ ）内に記入してください。 

（２）「付近見取図」 

事業場の付近の道路、目印となるもの及び鉄道等をわかりやすく記入してください。 


